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中部 フロー レスにおけ る神秘力 と性
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Thispaperaimstodescribethenativetheoryof

mysticpowerincentralFlores,easternlndonesia･

Allthedataherederivefrom myfieldworkinthe

westernpartoftheLionese-speakingarea･InLiol
mysticpowerissaidtoberelated,inonewayor

another,tosexualintercoursea.ndthegenitalia･

Toanalyzethenativeconcept,Idealwith not

onlymythsandritualsbutalsolingulSticdatasuch

asverbalabuse,obscenetalesandseveralgenresof

popularsongswhichmight,atfirstglance,seemto

besecondarytothereproductionofsocietyand

Ⅰ 序 論

神秘力に関する民族誌 的報告 は, mana,

manitou,charisma,orendaなど枚挙に暇がな

い.当論考の目的の-つは,神秘力に関する

民族誌の日録に,東部インドネシア ･フロー

レス島中部の酉 リオ語地域の例を加えること

である｡以下で扱うデータは全てフィール ド

ワークに基づいている｡1)

酉 リオ語の bhisa という語は,｢神秘力の

ある｣｢神秘的に効果を発揮する｣ことを意味
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Culture,butwhichoffermuchinformationonthe

nativeconceptembeddedintherealitywhichthe

peopletakeforgranted.

IelucidatethesymbolicandsociologiCal const-

ructionaswellasthedynamicsofthewestLionese

folktheoryofmysticpowerandtheconceptofman

andwoman･MycontentionisthatthewestLio-

nesefolktheoryofmysticpowerisparalleltotheir

sexualimageandbehaviourandisinterlockedwith

tlleCOnCeptOfgender･

する｡2) 例えば, 呪文, 豊儀祈願の歌, 倭

礼などが,期待される結果をもたらしたなら

ば,それらは bhisaである｡そこに近づ く者

に対 し,禍い,あるいは幸運をもたらす場所

は bhisa である｡ この地域の人々は,bhisa

なる力はあらゆる力の根源であると考えてい

る｡ 西 リオ語地域の力の概念の構成を理解 し

やす くするために,まず,力に関連する言葉

の相互関係,および力の概念領域における神

1)筆者はすでに,Aoki【19861において呪文との関
連から,青木 【1986]において姻戚関係との関
連から,この地域の神秘力の概念について言及
した｡

2)bhisa という語は,フローレス島中部地域全域
にわたって用いられている｡その用いられ方,
重要性の度あいは,地域により異なる｡別の機
会に,フローレス島中部地域内のbhisaに関す
る比較研究を試みてみたい｡
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秘力 (bhisaなる力)の概念の位置づけについ

て概観 しよう｡

｢力のある｣｢能力のある｣｢強い｣ことと関

連する酉 リオ語の言葉として,bhisa,ngala,

mbE'0,mulE,tegO,bani,memo,negl,maku,

dogaがある｡ それら全てを包含するような

語,力一般をあらわす西 リオ語はない｡これ

に対 し ｢力のない｣｢能力のない｣｢弱い｣こ

とに関連する語としては,bhora,tal°,mona,

bEbo,bhongo,ta'u,ga乱,kengu,moo,kekuが

あげられる｡3)

上記の語のなかで,bhisaと bhora,ngala

と talo,mbE'0と bEboとは,それぞれはぼ

反意語対をなすとみなせる｡bhoraという語

は bhisaの欠如,崩壊という意味でつかわれ

る語で,bhisa ほど頻無に多様な脈絡で用い

られない｡ngala(｢できる｣｢可能な｣｢勝つ｣)
は talo(｢できない｣｢不可能な｣｢負ける｣)
と反意語対をなす｡monaは,対句法表現に

おいて,taloと同意語対をなす語であるが,

単独ではつかわれない｡4)mbR'0は,｢知る｣

｢知っている｣｢できる｣｢やり方を知ってい

る｣などの意味をもつ動詞または助動詞とし

てつかわれると同時に,｢賢い｣と いう意味

をもつ ｡ bEboは ｢知らない｣｢できない｣

｢やり方を知 らない｣という意味の語である｡

bhongo という語は ｢愚かな｣という意味の

形容詞であり,mbE'Oと対照をなしbRboと

類似する｡

mulEという語は,｢能力のある｣｢力強い｣

こと一般をあらわす語である｡ngalaと組み

あわされて,mulEngala(｢能力のある｣｢能

力｣)という句を形成する｡また,mulR'iwa

3)上記の語は,形容詞,動詞,または助動詞であ
る｡'eoまたは'olaを前置して名詞化できる｡
文脈によってはそのまま名詞的に使用される｡

4)monaは,Nga'o語 (図4参周)において,負
も一般的な否定語である｡対句法表現に近隣地
域の語が用いられるという例は,しばしばみら
れる｡
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tal°kana'iwamona(有能であって不可能

なことはない) という定型的対句表現におい

ては,mulEは,kanaと同意で,taloおよび

mona と反意と解せる.5) また,mulE は,

以下のような脈絡において,bhisa という語

と対席をなす｡この地域における最大の政治

単位である祭扉巳村 (nua)6)には,それぞれ数

十名の伝統的司祭 (mosalaki)がおり,祭把

村の統一を象徴する儀礼は彼 らによって司ら

れている｡ 司祭たちのなかでも,最も重要と

考えられている司祭は｢樹幹なる司祭｣(mosa

lakipu'u) と呼ばれる｡ 次に重要な司祭は

｢長大なる司祭｣(mosalakiriabRwa)と呼

ばれ,儀礼において ｢樹幹なる司祭｣の補佐

役をつとめる｡ 二者の対照において,前者は

bhisaでなければならないが必ず しも mulE

である必要はなく,後者はmulEでなければ

ならないが必ずしもbhisaである必要はない

とされる｡この脈絡においては,bhisa:mulE

-｢聖なる力｣:｢俗なる力｣と解することが

可能である｡また,bhisa とmulE の対比は

｢樹幹｣と ｢長大｣の対比によってとらえら

れる.即ち,bhisaは構造的差異によって棲

づけられた力に,mulE は程度の差異によっ

て棲づけられた力に比定される｡

tegoは ｢強壮な｣｢力強い｣｢怒った｣など

の意味をもつ語である｡｢性的能力が高い｣と

いう含意ももつ｡｢堅い｣｢力強く勃起 した｣

ことを表現する語であることから,とくに男

の性的能力の高いことを表現する｡

baniは ｢戦いの能力のある｣｢勇敢な｣こ

とを表現する語である｡ 西 リオ語地域の歴史

物語に登場する戦争英雄は,いずれもこの語

によって形容される｡baniはまた｢攻撃的な｣

という意味をもち,人間同様,動物をも形容

5)knnaは,単独で用いられると,｢穀｣という意
味をもち,｢能力のある｣という意味はもたな
い｡

6)次章において概説｡
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する語である｡｢怒る｣という動詞としてもつ

かわれる｡

祭杷村における儀礼の重要な構成要素とし

て,'arEtegoban主('arE:白米)と呼ばれる生

煮えの白米がある｡7) これは,儀礼小屋にお

いて,司祭たちによって,一般の男たちに分

配される｡'arEtegObaniは,それを食べた

者を ｢強壮｣かつ ｢勇敢｣にする効果をもつ ｡

家にもち帰 られた 'arEtegobaniは,女でも

食べることができ,弱められた効果を発揮す

る｡即ち,この脈絡においては,tegoと bani

は結びついて,mulE と bhisaの組みあわせ

と,以下のような対席をなす｡

tego+baれi:mulE十bhisa

- 一般人 役職者

- 非制度 制 度

memo(｢整い｣｢堅固な｣｢攻撃に耐える｣),
negi(｢堅固な｣｢耐久力のある｣｢健強な｣),
maku(｢堅い｣｢頑固な｣),doga(｢攻撃に耐

える｣｢不死身の｣)などの語は,攻撃に耐え

る, あるいは攻撃されにくい (invulnerable)

ことをあらわす｡

これに対 し,力によって克服された状態,

攻撃されやすい (vulnerable)ことと関連する

のは,ta'u,ga乱,kengu,moo,kekuなどの語

である｡ta'u,ga乱,kenguは,いずれも,｢恐

れる｣｢畏怖する｣｢怖 じ気づ く｣という意味

の語である｡ 司祭たちに対 して一般の人が抱

く感情である｡その点において,mulE およ

び bhisaと対席をなす｡あらゆる種類の攻撃

に屈伏 した状態をあらわすことから,tego,

baniなどとも対照をなす｡ta'u は最も頻繁

につかわれる語である｡gaaは射すくめられ

るような恐怖に全身が満たされるさまをあら

わ し,kenguはびくっとして怖 じ気づ くさま

をあらわす｡

mooは ｢気力のない｣｢意気喪失 した｣｢同

7)詳述は別の機会に譲る｡

情 して攻撃意欲の奮いおこせない｣｢悲しみ

のために脱力感に満たされた｣状態を形容す

る語である｡｢攻撃されやすさ｣｢攻撃に屈伏

した｣｢攻撃力喪失｣を示す｡

kekuは ｢柔 らかい｣｢心が和 らいで攻撃 し

ない｣状態をあらわす｡mooほど,否定的な

意味をもたない｡身体に対する形容として用

いられると,｢健康である｣ことを表現する｡

また,kekllは相手の攻撃力に対 して懐柔効果

を及ぼす力のあることを表現する語である｡

ことに,kekuは女性の性的魅力を叙述する語

として使われる｡ この概念は, ｢柔なるもの

は堅なるものを支配する｣という彼 らの人生

の奥義と照応 している｡ 彼 らは次のように説

明する｡ ｢身体のなかで, 最も柔 らかい腰の

肉 (フィレ肉)8)が最も重要である｡これが全

ての休の力の源であり,骨や筋などの堅い部

分を支えている｡とくに性的力はこれなしで

はありえない｣｡tego,memo,makuはいずれ

も ｢堅い｣ という意味をもち,keku と対席

をなす｡keku という概念は,力の概念の仝

⊂ ⊃ 強い類似 - 類似 一 一一 対照 ⇔ 反意帯

図 1 力 概 念 の 構 成

8)この場合,彼らは,家畜の解剖学的構造を参考
にして,人休の構造を理解している｡
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I-,'f_:_::二 一一一一･一空間
._______一一一一一一一一呪物

I-~~一一一一一一一一一一一財物二一一一__

一一一人間型存在

図2

体構成を動的なものとする,一つの旋回軸と

なっている｡ 上述の力に関連する語の相互関

係は図 1のようになる｡

bhisaなる力,即ち神秘力は,図 1のよう

に力の概念を構成する一要素 であ ると同時

に,力の相関全体に影響を与えるものである

と人々は考えている (図2参府)0bhisaなる

カは両義的な性格をもつ｡例えば,bhisaな

る力は生命,豊歯性の増進に不可欠 で あ る

が,一方において,それらを脅かし破壊する

ものともなりうる｡

この bhisaなる力の生成と作用に,関与的

であると彼 らが考えている事象として,言葉,

知識,時間,空間,呪物,財物,人間型存在,

儀礼,親族関係,性などがあげられる｡これ

らの事象は独立的であるわけではなく,全て

相互に関連 しあっている｡いずれの事象を論

述する場合にも,言葉および知識という事象

に言及せずにはすまされない｡神秘力に関す

る知識は,彼 らの知識の仝体系において,負

も重要な部分となっている. 彼らの知識の体

系について考察する場合,'ola mbE'o no'o

du'a du'a(知識は人によって異なる) とい

う一般的知識観に留意する必要がある｡ この

知識観は次のようなことを意味す る｡ 例え

ば,稲刈りのときの呪文の言葉,祖先に対す

る祈 とうの言葉,儀礼の解釈などが,人それ

ぞれ異なっていてもよいのである｡どれが正
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しく,どれがまちがっているとはいえな

いのである｡ 実際,同じことがらに関す

る知識であっても,個人差がかなり大き

い｡ このようにして, 知識には, 無数

のバ リエーションが可能である｡ bhisa

なる知識にも無数のバ l)エーションが可

能であるが,その構成原理は限定されて

いる｡ 構成原理のうちの一つが, ｢性器

や性交に関連 している｣ということであ

る｡9)

bhisaなる知識の多 くを,人々は夢か

ら得る｡はかの人から伝え られ る場合 もあ

る｡ いずれにしろ,知識が性器や性交に関連

していることは, その知識が bhisaである

という主張を,説得力あるものとする｡ 例え

ば,次のような例があげられる｡ この地域に

おいては,栽培植物はある女性の体から発生

したという神話が一般に語 られている.その

粗筋は,常識として人口に胎英 している｡ し

かし,細部の知識,例えばその女性の名前,

発生 した場所の正確な位置,体のどの部分か

らどのような栽培植物が発生 したかなどの知

識は,秘義的な知識に属する｡ある老人が彼

のとっておきの bhisaなる知識- ｢栽培植

物のうち最も重要である稲は,その女性の性

器から発生 した｣- 杏,もうひとりの現地

の人と筆者のみしかいない場で開陳した｡彼

らふたり,とくに教授者は荘厳で得々たる面

もちであった｡それ以外の部位ではなく,性

器が関連 していることによって,この教授者

の主張が単なる思いつきの知識 ではな く,

bhisaなる知識であるという了解が教授者と

被教授者の間に成立する｡

当論考は,西 リオの民俗概念における,秤

秘力 (bhisaなる力)と性との関係を考察する

ことを主目的とする｡ 即ち,｢神秘力は性交

の象徴によって生出される｣という西 リオの

9)そのはかの構成原理については,別の機会に論
述する予定である｡
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理論が,性に関する日常

的な概念および諸慣行と

の象徴論的社会学的並行

関係の上に成立 している

ことを明らかにし,さら

に,神秘力の概念とジェ

ンダーの概念が相互に不

可欠なものとして結びつ

いていることを示 したい｡

次章において,民族の概略について述べた

あと,Ⅲ章において,｢神秘力 (bhisaなる力)

は性交の象徴によって生み出される｣という

理論に適合する具体例を提示する｡Ⅳ章にお

いては,種々の言語慣行や口承伝承にあらわ

れる性に関する日常的な概念を提示する｡ そ

して,最終章において,それ自体としては日

常的であり,陳腐なものである性交が,どの

ようにして神秘力を生み出すとされるのかを

明らかにしたい｡また,そのような性交の象

徴の構成要素としては,男と女は補完的対と

してあらわされるのに対 し,それらの象徴の

操作に関しては,男のみが主体とされる傾向

が強いことに着目し,その背後に横たわる西

リオ語地域の人々のダイナミックな論理を明

らかにしたい｡

無文字社会における集合観念を考察する場

令,儀礼や神話などを分析の対象とするのが,

一般的な方法である｡ それは,儀礼や神話が

当該社会の信仰や権威 と結びつき,対象とな

る民族固有の観念を表明していると考えられ

るからである｡ 当論考では,儀礼や神話に加

えて,艶笑帝,さまざまな歌謡,日常的言語

慣行などをも考察の対象とした｡これらは,

社会における信仰や権威と直接的には関係が

なく,その社会の再生産にとって必ず しも必

要でないようにみえる｡社会における権威に

よって保証されていないにもかかわらず,こ

れらは,世代から世代-と伝承され,広域に

流布 し現地の人々が当り前のこととみなして

図3

いるリア リティに深 く根ざしている｡ それゆ

え,艶笑雫,歌謡,日常的言語慣行などは,

日常的に抱かれている観念を知るのに格好の

材料を提供 して くれるのである｡

ⅠⅠ 民 族 の 概 略

インドネシアのフローレス島は,バ リ島か

ら束へ連なる小スンダ列島に位置する (図 3

参照)｡その中部地域のエンデ県(Kabupaten

Ende)において フィール ドワークを行 なっ

た ｡10)

当論考では,言語区分による民族区分の方

法を採用するoフローレス島中部地域の諸言

語は全てアウス トロネジア語族のビマ ･スン

バ下位グループに属す 【Esser 1938;LeBar

1972:86,90;WurmandHattori 1981:40】｡
言語学者による現地調査は行われて いな い

が,この地域における言語区分は,入手でき

た文献 [Greuter 19461および筆者が現地で

得た資料によれば,図4のようになる｡ ンガ

オ (Nga'o)という名称は,この言語の1人称

単数からとった｡この地域内の言語は著 しく

多様で,さらなる下位区分が必要なのである

10)エンデ県における筆者の現地調査は,1979年か
ら1984年までの間に,3回,のペ3年に及ぶ｡
うち20カ月は,インドネシア石油教育交流財団
(INPEXFoundation)奨学金の給付を受けた｡
この場を借りて,日本の関係各位ならびにイン
ドネシア科学研究所(LIPI),ヌサチュンダナ国
立大学学長 Likadja教授および同大学謝査研
究所所長Widiyatmikn 教授に厚謝の意を表す｡
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I Nga'○籍 2 Ende蕎

a西Endo蘇
b禽Ende蕎

C*Ende#

図4

3 Lio語
a西Lio鮪
b真Lio語

が,文献および現地で得 られた資料ともに不

十分であるので,下位区分は保留する｡第 2

地域,第 3地域の言語はそれぞれの1人称単

数をとってジャオ (Ja'o)請,アク ('Aku)語

と命名することも可能であるが,既存の文献

【Arndt 1933;1939;1945;LeBar 1972:

86,90; Sareng Orin Bao SVD 1969;

Suchtelen 1921;山口 1983]が, エ ンデ

(Ende),リオ (Lio)という用語を用いている

ので,それに従った｡第 2地域,第 3地域内

は,図4のどとく下位区分される｡

当論考で扱うのは,西 リオ語地域 (3a)に

関する資料である｡ 西 リオ語地域は,面積約

870km,約57,000人の人口を擁する [Kantor

Statistik 1982】｡この地域内は,文化的に一

様ではない｡全体にわたる政治的統一,11〉包

括的権威はみられない｡t礼na.(大地) と呼ば

れる領域をもつ nua(村)という条把村が,

最大の政治単位となってい る｡ nuaの規 模

は,人口数百人の小さいものから数千人の大

きいものまで, さまざまである｡ nua はさ

らに,東部地域では sa'o (家),西部地域で

ll)オランダ植民地時代の行政的統一に関しては,
Suctltelen【1921】参周｡
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は 'embu(曽祖父母,曽孫)とい

う儀礼的政治単位に区分され,お

のおのはさらに,waja(節),また

は dhembilulu (側部屋)という

単位に下位区分される｡ 祭杷村同

士,sa'o同士,'embu同士,waja

同士,dhembilulu同士は,儀礼

的,政治的に相互に関連 しつつも,

それぞれの集団内のことがらに関

しては,相互不可侵が原則になっ

ている｡ それぞれの集団 におけ

る,帰属および権威継承に関する

規範,儀礼,儀礼の解釈等々は,

相互に類似性を示 していると同時

に,多 くの点において相違 してい

る｡また,各集団の成員は,それらの相連の

一部を意識的にとらえ,集団の独自性 として

誇張する傾向がある｡

ⅠⅠⅠ 神秘力と性交の象徴

1. 性交と神秘力の生成

西 リオ語地域の人々は,｢神秘力は, 性交

に開運 したことから発する｣と主張する｡

呪文など,神秘力を発拝する言語表現の多

くは,対句法 (parallelism)12'構成である｡

対句法の形式をもつ言語表現 は, 一 般 に,

一olagarEfaino'okaki(妻と夫の言葉)また

は,lolagarEfaikaki(性交の言葉)と呼ばれ

る｡13)人々は, 対句法の構成を,夫婦の性的

結合と解 し,それゆえ,bhisa であると考え

る｡ ほとんどの呪文は,個人の秘密であり,

12)儀礼言語におけるparallelismに関しては,Fox
【1971b;1977]など参照｡

13)faiは ｢妻｣という意味の名詞であるが,動詞
としてつかわれると｢(男が女と)性交する｣
という意味をもつ｡hkiという語も同様に,
｢夫｣という名詞であると同時に,｢(女が男と)
性交する｣という動詞でもある｡faikakiは
｢性交する (こと)｣という意味である｡
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なかなか知ることができない｡筆者が幸運に

も知ることができた14)呪文の多 くは,性交の

隠愉表現が中心テーマとなっていた.呪文な

どの bhisaなる知識は,それを知っているこ

と自体が力の源となる,いわば護符のように

外在的なものとされる｡bhisa なる知識をほ

かの人に教えることは,教授者に決定的な危

険あるいは損失を与えるものと考えられてい

る｡ それが重要な知識であればあるほど秘密

性が高い｡15)ことに,'inE･ghi16) と呼ばれる

呪文の核心は,絶対の秘密とされている｡ こ

のような秘義的知識も,次のようないくつか

の条件によって,ほかの人に教授されること

がありうる｡

1. 教授者の被教授者に対する愛情を前提 と

して,

a.教授者が知識を口頭で教える｡

b.知識は言葉として発せ られることな

く以心伝心のごとく伝わる｡

2. 被教授者が教授者に対 し,金製品,現金,

家畜を与えることを条件に,知識が伝授

される｡

3. 教授者 と被教授者が性交あるいは性交を

象徴する行為 (例 :互いに相手の精液を

飲む,抱擁 しあう,など)を行 うことを

14)当論考で提示した呪文,秘義的な知識のほとん
どは,教授者たちの好意により与えられたもの
である｡蓬かなる国日本で開示するならば,彼
らの社会における秘密性を損なうことがないで
あろうという彼らとの了承はあるとい うもの
の,このようなかたちで公開することに対する

迷いは拭えない｡もし今後,読者がこれらの呪
文や秘義的な知識を扱う場合には,以上のこと
に十分配慮していただきたい｡

15)彼らは,知識の秘密性を誇示することによって,
その知識の重要性を増すという逆方向の論理を
戦略的に用いる｡

16)bhisaなる知識の多くは,jaghu･ghi(語りの部
分)と呼ばれる比較的長い前部と,少数の名詞
の連なりよりなる 'inE･ghi(母なる部分)と呼

ばれる後部とからなっている｡'inE-ghiはbhisa
なる力の真の源と考えられている｡

条件に,伝授される｡

以上のような条件は,教授者にふりかかる危

険や損失をある程度防 ぐととも に, 知 識 の

神秘力を保つために必要であると説 明 さ れ

る｡17)ここでも,性交が神秘力の生成に関与

している｡

祭把村の統一を象徴する儀礼においても,

性交は,神秘カと結びついた重要な象徴とし

てあらわれる｡

例えば,播種の直前に行われ,旧年 と新年

とを画する儀礼 ngguari乱(大儀礼)18'におい

て,きたるべき年に,女児と男児のどちらが

多 く生まれるかを占う｡横榔樹の実をつかう

方法 と,儀礼においてすでに実をとり除いた

ほうき状の板をつかう方法がある｡ 実をつか

う場合は,それを縦に二分 して投げあげる｡

断面を上にして静止 したら女をあらわ し,下

にして止まったら男をあらわす｡つまり,二

分された断片の両方 ともが断面を上にして静

止 したら女児が多 く生まれ,両方 とも断面を

下にして静止 したら男児が多 く生まれる.一

方が上向きで他方が下向きなら,男児 と女児

が同じくらい生まれるということになる｡枝

を用いる場合は,儀礼場である高床式の家の

床を一部はず して,技を下におとす｡もし,

凹部を上にして静止 したら新 しい年には女児

が多 く生まれ,凸部を上にして静止 したら男

児が多 く生まれることを意味する｡ もし,い

ずれでもないような位置で静止 したら子供は

ふえないことを意味する｡楕榔樹の実の断面

が上になった状態および枝の凹面が上になっ

た状態は,kEnga(仰臥する),実の断面が下

になった状態および枝の凸面が上になった状

17)ここにあげた条件はインフォーマントによって
異なる場合がある｡ 2の条件を主張したあるイ
ンフォーマントは,3の条件を否定 した｡ま

た,3を主張した別のインフォーマントは,2

を信じていないようすであった｡

18)このような儀礼を行わない地域もある｡nggua
ria の一例が山口 t1983]に概略されている｡
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態は,kebhE(伏臥する)と表現され,それぞ

れ,女 と男の性交の体位をあらわ している｡

ことに,kEnga という語は,｢仰向けになっ

て男を受け入れる｣という,あからさまで卑

摂な意味で,日常生活において用いられる語

である｡女性に対 してこの語 がつ かわ れ る

と,はなはだ しい侮辱となる｡

ngguariaの期間,またそれに続 く労働禁

止の期間は,性的放縦の期間である｡ 地域に

よっては,男側 と女側にわかれて,竹筒鉄砲

で模擬戦を行 う｡ 石 ころやガラス片を入れた

泥塊が弾丸として用いられ,乳房や性器をめ

がけて放たれる｡上期の期間中,性的放縦を

拒否することはできない｡それは以下のよう

に表現される｡

leja'atalaki

pEla'iwakEa

naka'iwanosi

訳

司祭の日は,

不義強姦があっても騒ぎ立てない｡

盗みがあっても訴えない｡

そのはかにもngguariaには性交に関する

多 くの象徴がつかわれ,ngguariaの神秘力

を構成する重要な要素となっている｡播種や

除草の際の儀礼においても,性交を象徴する

儀礼行為が神秘力の要 となっている｡

例えば,mosalakipu'uと呼ばれる儀礼上

最 も重要な男の司祭が,祭把村のはかの成員

に先ん じて,'umamopo と呼ばれる儀礼用

の畑に,誰にもみ られないように播種する｡

その際,彼は妻を伴ってゆき,'umamopoに

て一糸まとわぬ姿で性交 しなければならない

といわれている｡ 妻を伴わない場合には,ひ

とりで 'umamopoにて大地 (tanawatu)に対

して性交 しなければならない｡

条帝巳村全体にかかわる重大なできごと,あ
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るいは儀礼の際には必ず,tubumusuと呼ば

れる立石に対 し,米などの供物が捧げられる｡

tubumusuは,kojakangaと呼ばれる,よ

く踏み固められた儀礼広場の中心に立ってい

る.kojakanga は,ふつ う,石積みによっ

てとり囲まれている｡ngguariaのとき以外

には,kojakanga の除草や清掃を行なって

はいけないとされることもある｡tubumusu

の根方に石積みがあり,lodondaaと呼ばれ

る.tubumusu,lodondaa,kojakangaは,秦

杷村の中心に位置 し,条把村とその鋸域の統

一を象徴 している｡tubumusuと lodondaa

は,それぞれ男性性器 と女性性器を表象 し,以

下のような秘義的儀礼言語19)で示される｡

tubumusulodondaa

tubumusumEra

lodondaawEa

訳

tubumusulodondaa

赤い tubumus°

金の lodondaa

wEaは婚資ともなる金製品で,そのかたちは

女性性器を表象 している｡ また,tubumusu

と lodondaa は,全体として kojakanga

と対をなす｡この場合,tubu musu プラス

lodondaaが男性性器を,kojakangaが女性

性器および子宮を表象 している｡tubumusu,

lodondaa,kojakanga20' の位置関係は性交

を象徴する｡ 以上の解釈はいずれも秘義に属

す｡bhisaであることのよってきたるところ

は,tubumusu,lodondaa,kqjakangaおよ

び上記の儀礼言語が表象する性交にはかなら

19)形式化され,なんらかの意味で儀礼的脈絡にお
いてのみ発せられる言語表現を,Foxの用語に
従い儀礼言語(rituallanguage)と呼ぶこととす
る｡

20)tubumusllkojakangaについては,Arndt
【1945:155-1591においても触れられている｡
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ないと,現地の識者は説明する｡

祭示巳村の統一に関する局面以外 にお いて

も,上と同様の隠聡が見出される｡

以下に示すのは,秘密の知識の伝授などに

よる誓約関係を結ぶ場合,政治的同盟関係を

結ぶ場合,そのはか重大な約束をする場合に

唱えられる誓言である｡そのなかにおいて,

舌と口とが,上記における tubumusu,lodo

ndaa,kojakangaのように,男性性器と女性

性器の対,象徴的性交をあらわ し,誓言のも

つ神秘力の源となっていると説明される｡

wogamoka

koEkati

ta'ifakalupa

memukiitembu

garEma'EmbE'o

kEkoma'EtEi

temusibhisino'okobawiwi

temusibhesano'ongalulena

dowa rewaghawasoko 'EOSagaboko

sawE dowa ghawa kii'EO derE mEra

wiisebegagewo

lemasetokolasE

dowarewano'o'aEhoga

sawEreWanO'0'aEndoR

訳

姐を掘 りおこす｡

ミミズを掘 り出す｡

ミミズの糞がかたまりになる｡

kii(植物名)21)の芽が出る｡

話すこと,知るべからず｡

語ること,みるべからず｡

口先で音を立てるのを止めよ｡

舌先を鳴らすのを止めよ｡

21)kiiはインフォーマントによって alang-alang
(-1alang: /mperata CyZindr3'ca BEAV
【Poerwadarminta1976】)とインドネシア語訳さ
れる,単子葉の雑草｡屋根を葺く材料｡

短い soko(植物名)22)のある彼方で全ては

果てた｡

股の赤い kii23)のある彼方で全ては終った｡

口は 1穴の女性性器｡

舌は1本の男性性器｡

女性性液とともに全ては果てた｡

男性性液とともに全ては終った｡24)

以上のように,性交は神秘力生成の要 とな

っている｡そこにおいて女性と男性は,存在

にとって metonymical[Leach 1976]な関係

にある性器およびその結合一一 性交- によ

って表象される｡ 即ち,bhisaなる象徴の構

成においては,女性と男性は,優劣のない,

相互に不可欠の補完対として顕現 している｡

2. 性交の象徴とその操作の主体

ところが,それらの象徴操作というレベル

においては,男性と女性の不均衡がみられる｡

bhisa なる知識を得ようと必死になっている

のは男である｡ 男たちは,神秘力を源として

他者に対 して影響力を発揮することを希求 し

ている｡確かに,出産などに関する bhisaな

る知識あるいは呪文が老女によって所有され

ていることもあるが,一般に女は,bhisaな

る知識の獲得に対 し無関心である｡

祭杷村の統一に関する局面において,性交

22)人間の背丈より高くなる単子葉の雑草｡インド
ネシア語名,学名不明｡sokoはみな丈が高いと
され,短い sokoなど存在しないとされてい

る｡それゆえ,｢短いsokoのある彼方｣とは,
｢どこにもないような場所｣｢あっても知りえな
いような場所｣の意｡

23)derEは葉と葉がわかれるつけ根｡de相 の赤い

kiiは存在しない｡｢股の赤いkiiのある彼方｣
とは ｢短い sokoのある彼方｣と同意｡

24)この誓言の意味はわかりにくい｡一般に,西リ
オ語の儀礼言語は多義的であったり,意味不明
であったりするのが,一つの特徴である｡イン
フォーマント白身 ｢これは難しくて明らかな意
味はわからない｡だからbhisaなのである｣と
いって,解釈しきることを避けた｡
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に関する象徴行為の主たる担 い手 とな るの

は,男の司祭たちである｡ngguariaの占い

において横榔樹の実や枝をとり扱うのは,男

の司祭たちである｡

播種の儀礼においてmosalakipu'uがtana

watu に対 して性交を行うという例は,以下

にあげる例とともに,象徴化された性交が,

男を主体とするに適 していることを示 してい

る｡

ngguariaにおける祈とう歌のなかでも,

また後述する gawi25'と呼ばれる踊りの歌の

なかでも表現されるように,榔子酒 (mokE)

がたくさんとれることは,焼畑の豊作と対を

なす,皇儀性の象徴となっている｡梯子酒は,

砂糖榔子(mokEまたはpu'umokE)の花梗に

傷をつけて得られる汁液からつくられる｡汁

液のとれる量,一つの花梗から汁液の出る期

間には,大きな差異がある｡ そのような差異

は,ひとえに汁液とりを行う者の榔子酒づ く

りに関する知識と,それに基づく行為に依存

しているとされる｡ その知識とは以下のよう

なことである｡

砂糖郁子の木は女性である｡すでに汁液が

とられたことのある木は mokEgEIE と呼ば

れ,汁液が1度もとられたことのない手つか

ずの木はmokEtemaと呼ばれる｡前者は経産

痛の,後者は処女の隠愉となる｡ mokEtem乱

からはじめて汁液をとろうとするときには,

性交を許すよう女に頼む (rina'atafai)とき

のように順序正 しく,次のような呪文を所作

にあわせて唱えなければならない｡

1. 竹の枝先を切りおとしてつ くった梯子

(gera)をかける｡

2. 梯子に最初の 1歩をかけながら,次のよ

うに唱える｡

'aku na主tangi (私は家の梯子をあが

る｡)

25)当論考Ⅳ章の4参府｡
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3. 葉枝のところにきたとき,次のように唱

える｡

'akudhajorewatEnda (私はまずベラ

ンダに腰かけよう｡)

4. 幹を覆っている布状の繊維を切りひらき

ながら,次のように唱える｡

'akutetErewanaOgamangErE'ikolawo

(私はまず樹皮繊維を切りひらこう｡ あ

たかも女の腰布をまくりあげるように｡)

5. 汁液とりの足場となるよう葉枝をおしひ

らきながら,次のように唱える｡

'akuwElapepasamangErEkagEkega

(私はまず美枝を切ろう｡ あたかも股を

おしひらくように｡)

6. 汁液をとろうと思う花梗をゆすぶりなが

ら,次のように唱える｡

'akuwErutengusamangErEkoosusu

(私はまず花棟をゆすぶろう｡ あたかも

乳房をなでさするように｡)

以上の知識と作法が汁液を得るのに必須と

される｡上の呪文にもあらわれているように,

汁液とりの行為と性交,汁液と乳汁の隠唖が

みられる｡26) この隠職は,以下のような慣行

と呼応 している｡出産 したのに母乳が出ない

場合,母乳をひき出す (kawE'aESuSu)ため

に,砂糖榔子の汁液またはそれを発辞兼官 し

てつくった榔子酒を飲む｡日常的に行われる

この慣行に対 し,砂糖梯子の木と女,汁液と

母乳の隠愉関係が,奥義のどとく示されたり

隠されたりするのである｡

彼らにとって,梯子酒づ くりは,焼畑耕作

に対比される基本的生産活動である｡ 梯子酒

づ くりに必須の象徴行為は,上にみたように,

その行為の主体が男性であることを想定 して

26)この隠唖は,性交の結果による妊娠,出産を経
てはじめて乳汁が出るように,上記のような性
交を象徴する呪文と所作の結果はじめて榔子の
汁液が浸出するという彼らの論理に原応してい
る｡
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いる｡汁液とりにはじまる郁子酒づ くりの仕

事は,男の仕事だと考えられている｡27)ある

口承伝承のなかに,自分の山刀で脚に怪我を

したまぬけな男のかわりに,その妻が砂糖榔

子の木に登るというモチーフがある｡ 男はそ

れを木の板もとにすわって仰ぎみているが,

妻の股間を大きな傷だと思 って,あわてて彼

女を木からおろして家に連れ帰る｡このモチ

ーフのなかで,女が砂糖榔子の木に登るとい

う行為が突拍子 もないこととして描かれてい

る｡

'inEIEkE,SuSubEWa,longgombenga,tisi

feri,fEnggErE'Eなど28)は,共同体にではな

く個人に関与する精霊である｡これらの精霊

の性質は語る人によって異なるが,だいたい

のところ,出会 った個人に対 し禍いをもたら

すとされる｡ ある人々によれば,これらの精

霊は,ひとりで森や川辺を歩 く人,ひとりで

畑仕事を している人の前に,その恋人または

配偶者の姿をとってあらわれる｡あるいは,

非常に美 しい異性の姿をとってあらわれる｡

そして,その人を性交に誘 う｡もしその人が

異性の姿を した精霊と交わった場合には,そ

の人は遠からず死んでしまう｡別の人々によ

れば,これ らの精霊はもっぱ ら女の姿であら

われ,出会った男を性交に誘い,その結果そ

の男は死ぬとされる｡また,その名称の一部

は,即ち,'inE(母親),susubEWa(長い乳

戻)は,それらの精霊の女性的属性を指示 し

ている｡29) ここにおいても性交の象徴の操作

27) ｢女が郁子酒づくりをやってはいけないという
わけではないが,ふつうは男がやる｡女が梯子
酒づくりをしたという話は聞いたことがない｣
というのが現地の人々の一般的な意見である｡

28)単語の字義どおりの意味は以下のとお りであ
る｡'inE:母｡IEkE:植物名,蔓植物の一種｡

susu:乳房｡bEWa:長い.longgo:背中｡
mbenga:穴｡tisi:裂けた｡feri:フタロウの
鳴声,バッタの一種｡fEnggE:(単独では意味
のない語)0rE'E:悪い｡

29)mbenga,tisiという語も,女性を暗示している｡

にかかわるのは男であるという傾 向 を みせ

る｡ ただ し,関与 した者は,神秘力を獲得す

るのではな く,神秘力によって増進されるべ

き生命を奪われて しまうのである｡

また一般に,政治力,影響力のある (waka

nganga)男,従 ってなん らかの神秘力を所有

していると目される男は,性欲あるいは性的

能力 (tego)の過剰を属性 としてもっている

とされる｡

例えば,行政村長 (kepaladesa)の地位に

ある,ある男は,nuaにおいては伝統的な役

職をもたないのであるが,行政 レベルにおい

て同様,伝統的共同体のレベルにおいても絶

大な影響力を有 している｡それは自他ともに

認めるところである｡1984年の祭帝巳村の儀礼

家屋の屋根がえの際,儀礼のあいまに,彼は,

自己の能力を誇示する bhEaと呼ばれる語 り

を行なった｡そのなかで,彼は自己の性的能

力を誇って次のようにいった｡ ｢俺は,tubu

musu koja kanga のところで tana watu

に対 して 3回交わった｡その直後に,家のう

ちで妻と3回交わった｡こんなことをできる

人間がはかにいるか｣｡この発言により彼は,

性的能力のみならず,神秘力を操作する力を

も誇示 しているのである｡ これを聞いていた

聴衆は,彼の力を認めるごとく沈黙 して い

た｡彼の影響力は誰でもが認めるところであ

る｡ しか し一方において,彼は姉妹 (weta)と

呼ぶ者であろうと,母 ('inE) と呼ぶ者であ

ろうと,姉妹の娘 ('eda) と呼ぶ者であろう

と,娘 ('ana)と呼ぶ者30) であろうと,意に

介さず性交をいどむという悪評が常について

まわっている｡彼の妻が不健康なこと,娘が

死んだことなど,彼におこる不幸を,人々は

陰で彼の性的な悪行のゆえと説明する｡

上に掲げた例ほど極端でなくとも,男は一

般に機会あらば婚外の性関係をもとうとして

30)全て性関係の禁止されているカテゴリーであ
る｡
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いると彼 らはいうし,実際そのようにみえる｡

婚外の性交を数多 くこなせることが長寿や成

功の秘訣と考えられることもある｡ 日常的出

会いのなかで性的隠境をこめた会話を相手の

女にしかけ,女の受け答えが肯定的であれば,

おりをみて性交を求める (rina'atafai) と

いうのが一般的な方法である｡ところが,女

が婚外の性関係をもっことは,男の場合とは

全 く異なる意味をもつ ｡ 女にとって婚外の性

交が長寿や成功と関係づけられる こ と は な

い｡む｢しろ,周囲の者からの軽蔑,夫のない女

が父親という養育者のない子を産む悲惨など

の,否定的な側面が強翻されることが多い.

実際に婚外の性関係が発覚 した場合,性関係

までのプロセス,年齢,状況そのはかの条件

にかかわらず,男の方に全責任が問われる｡

もし女の夫 (未婚の場合は両親または兄弟)

が男に対 し責任を追及 した場合には,男は必

ず支払いをしなければならない｡また,男が

女に性交を求めるのは当り前のこととされる

が,男に性交を求める (rina 'ata kaki)女

は妖術師 ('atapolo)だとされる｡性交を求

めないまでも,秋波を送る女は激 しい軽蔑を

受け,とくに男たちの中傷の対象となる｡

ⅠⅤ 性交と性関係の民俗概念

1. noka(罵倒語)

インドネシア各地にみられ,フローレス島

の中部地域ではいたるところで見出される,

英語の fourlletterword にも一脈通ずる,

罵倒語のカテゴ l)-がある. 西 リオ語 で は

nokaと呼ばれる｡nokaのカテゴ リーは性器

をあらわす語からなる｡ 女性に対 しては koa

(女陰),男性に対 しては li'E(章丸)が最も

一般的につかわれる語のようであるが,地域

差および時代的変遷がみられる｡女性に対 し

ては ｢穴｣あるいは ｢裂け目｣といった語,

男性に対 しては ｢突起｣｢球状のもの｣ とい
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った語 も nokaになりうる｡nokaのカテゴ

リーは創造性,脈絡依存度の高い言語カテゴ

リーであるといえる｡ 例えば, mbenga(ま

たはmbengga)は,ある地域においては明確

に女性に対する nokaのカテゴリーにはいる

ので,とくに女性のいる場においては口にし

てはいけない語であるが,別の地域において

は ｢穴｣という一般的名詞でしかない｡時代

的変遷の例としては,bega(穴)という語の

用法があげられる｡ 初老のインフォーマント

によると, begaという語は, かつては非常

に重大な nokaであった｡ しかし現在では,

男性によってつかわれる間投詞あるいは単な

る付加語として,日常会話のなかで頻朱に聞

かれる｡ さらにraa(血)を付加 した begaraa

(かつては bloodyvagina の意) という語

ち,単なる間投詞として男性によって非常に

よくつかわれる｡begaあるいは begaraaと

いう語を女性が間投詞として用いることはな

い｡

隠峻的に性器をあ らわ す 語, あ る い は

noka と母音変換の関係にある語31〉- 例え

ばmbenga に対 して mbingE という語-

は,娩曲な nokaとなる｡ 懐中電燈といった

外来の名詞も脈絡によっては男性 に対 す る

nokaとなりうることは, 前者の例といえよ

う｡ 後者の例としては,kaaroaがあげられ

る｡kaaは｢食べる｣の意,roaは｢まず…...し

てから｣という副詞である｡それゆえ kaaroa

の意味は,｢まず食べる｣である｡ところが,

前の単語の母音とあとの単語の母音を入れか

えると,koara乱(bloodyvagina)となる｡ 西

リオ語を話す人々は,このような母音変換に

熟達 しているので,noka として,発話者が

kaaroaといえば,聞き手は koaraaという

意を直ちに察知する｡roa という語は,ほと

んど意味のない付加語のどとく文章のあとに

31)西リオ語では nggE'uという｡
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頻繁に添えられるが,慎重な話者は,roa と

いう語が koaという語を連想させるとして,

異音同義語の rewa という語を用いる｡

日常生活のなかで,侮辱や攻撃性を伴わず

に性器を指示 したい場合, pirE gara,'ana

mEa,あるいは 'olamEa という熟語を用い

る.pirE は禁止,禁忌の意である｡garaは

儀礼言語の対句表現において, pirE と対を

なす語で,単独では用いられない語である｡

'ana は小さいものの意である｡ mEa は恥 じ

る (こと)である｡'olaは nominalizerであ

る｡pirEgara,'anamEa,'olamEaを意訳す

れば,｢禁 じられた部分｣および ｢恥部｣とな

ろう｡

一種の冗談関係にある者同士 の 間 で は,

noka をいっても深刻な結果を招かないばか

りでなく,noka をいいあうことが親 しさの

表現とされる｡ どのような親族関係がそのよ

うな冗談関係になりうるかは,西 リオ語地域

内でも地域差がある｡32' 大雑把にいえば,(1)

婚姻可能な,あるいは婚姻が望ましい男女の

間で,および (2)父と息子,母の兄弟と姉妹

の息子,妻の父と娘の夫の関係を除 く男同士

の間で,成立可能である｡ 女同士にはこのよ

うな冗談関係はないようである｡ このような

冗談関係においては,nokaの応酬,ことに隠

職的な noka,あるいは母音変換による noka

の応酬が盛んに行われる｡ 男の方が女よりも

盛んに,このような nokaの応酬を行 う｡

2. 艶笑譜

日常生活において,狼談や艶笑帝の類も盛

んである｡ 繰り返 し語 られるそのような口承

伝承もある｡ ｢醜男の女だまし｣というテー

マが好まれている｡ 例えば次のような話であ

る｡

32)これは親族組織の地域差が大きいことと関連し
ていると思われる｡

LEtaGaga という男はとても醜 くて,

女は誰も相手にしなかった｡どうにか して

女をものにする方法はないか と彼 は考 え

た｡彼は一計を案 じた｡まず川エビをた く

さんとってきて,ひとがあまりゆかないよ

うな沼に放った｡それから,foIE (砂糖郁

子の実)や landE (雑草名)やら,触れる

と浮 くなるものを集めて,その沼のなかに

投げ入れた｡それから,彼が目星をつけて

おいた女 10人に声をかけた｡ ｢さっきあっ

ちの沼へいったら,川エビがそれはそれは

たくさんいた｡俺は,エビを食 うと頭痛が

するからだめだけど｣｡ 女たちは 10人うち

揃って沼にいった｡みるとェビがたくさん

いて水面をとび跳ねていた｡女たちは,き

っそく水のなか-はいってエビとりに熱中

したC熱中のあまり,体 じゅう水に濡れる

ことも意に介さなかった.foIEやlandEが

あることにも気づかなかった｡そのうち,

女たちは体 じゅうが浮 くてたまらなくなっ

てきた｡女たちが樺さに身悶え しているこ

ろあいを見計 らって,LEtaGaga は沼の

方-いって女たちに話 しかけた｡

｢どうだ, エビがたくさんいただろう｣｡

｢エビはいたけど,体 じゅう樺 くて耐えら

れないわ｡この輝きをおさえることができ

ないか しら｣｡

｢俺は薬をもってるよ｡もし 『いいもの』

くれるなら治療 してあげるよ｡ とにか く俺

の家にこな くちゃ｣｡

｢もうしょうがない｡ 『いいもの』でもな

んでもあげるから｣｡

女たちは LEta Gaga の家にゆくことを

承諾 し,ぞろぞろと彼のあとをついていっ

た｡家につ くと LEtaGagaは,ひとりず

つ家の中にはいるよう女たちに命 じた｡最

初の女が家にはいると,LEtaGaga は予

め用意 しておいた mokEmii(砂糖梯子の

汁液)33)をとり出して,女の体 じゅう隈な
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く塗ったあとで,その女と性交 した｡この

ようにして彼は10人の女を一度にものにし

てしまった｡10人が10人とも器量よしの女

だったということである｡

彼 らは,男も女も,性欲旺盛な醜男の知恵

に大笑いする｡ このような話の語･り手となる

のは男である場合が多い｡

濃淡,艶笑帝をする場合,彼 らは隠愉表現,

娩曲表現を好む｡ことに,｢食｣による ｢性｣

の隠唖表現は,日常会話のなかに頻繁にはさ

まれ,聴衆の笑いをひきおこす｡

3. 隠喰歌合戦

歌という形式による,性の隠喰表現34)も発

達 している｡そのような歌の応酬の例を以下

にあげる｡ これは,ある老人が記憶 していた

ものである｡

かつて,道普請に村人たちが駆り出された｡

そのなかに,中央山岳地帯の 'OkaDRdEと

いうところからきた男たちと,Moniという,

南海岸により近いところからきた女たちがい

た｡歌合戦は自然発生的にはじまった｡Moni

の女たちが口火を切った｡

rEmbiboro'atandu'alonggo

rEmbibororundawua'iwabuja

訳

山の人のboro(梯子科植物)製の有かけ袋は,

boro製の肩かけ袋は,こすったり,のっけ

たりしても,飽きを知 らない｡

'OkaDEdEの男たちの応酬

rEmbiboro'ataMoniWena

potoloo'ura'iwamoo

訳

33)逐語訳は ｢甘い砂糖伸子 (の汁液)｣｡蒸留する
前の砂糖榔子の汁液｡拝みに効く｡

34)隠峨表現のカテゴ))-はsibisEnaといわれる｡
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低地 Moniの人の boro製肩かけ袋は,

出し入れ しても,壊れを知らない｡

Moniの女たちの応酬

'anamokEghalEjalagoIE

furaghaindoongErEndorElogE

訳

西方の峰の向こうの道の砂糖梯子の小さい

木は,

その若い実の房がたれ下がって,ほとんど

尻を越えそうだ｡

'OkaDRdEの男たちの応酬

mokEpepagharuweramena

sikisebano'okobEleja

訳

向こうの東の葉枝の張った砂糖梯子の木

は,

日夜汁液とりが行われている｡

Moniの女たちの応酬

kEukEE'ata'OkaDEdE

gllrEkungEEngangEbEu

訳

'OkaDEdEの人の小横榔樹は,

実がたわわになって離れようとしない｡

'OkaDEdEの男たちの応酬

kEukEEIataMoniwena

tekaru且'aEngErEbur乱

訳

低地 Moniの人の小横榔樹の実は,

二つに割ると,まるで噴き出すように水が

溢れる｡

最後の歌を聞 くと,Moniの女たちは恥 しさ

のあまり応酬を繰り返すことができな くなっ

た｡Moniの女たちの負けである｡

以上にみたように,即興的歌合戦もまた,
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言語遊戯の一種となっている｡女たちの即興

歌に対 して,男たちは同 じテーマ- 上から

順に,rEmbiboro,mokE,kB:ukEE- で歌

の応酬を している｡35) 隠喰表現を用いつつ相

手の性器,性行動,性欲を亦掩するという規

則が両者に了解されている｡それによっては

じめて解釈が可能となり,郷旅の効果が発揮

される｡ 例えば, 最初の二つの歌に おいて

rEmbiboro(boro製肩かけ袋)では, 1番目

の歌では男性性器, 2番目の歌では女性性器

の爆聴となっている. 上の規則が了解されて

いなければ,二つの歌のなかでの隠境が逆に

解釈されかねない｡

4. gawiの歌

前章で触れた ngguariaにおいて,儀礼用

のヤムイモと横榔樹の実のなった枝を,儀礼

場となる家に入れたあと,その夜から翌日の

夕方まで,gawiと呼ばれる踊 りが,lewulEIE

と呼ばれる,祭扉巳村の中心からはずれた広場

と,kojakangaにおいて行われる.gawi は

歌を伴い,ngguariaの賑やかさの極みを形

成する｡ gawiにおいて人々は手をつなぎ,

C字状または螺旋状に連なる｡ 人数が多いと

きには数重の螺旋をなす｡男たちは内側に一

つの螺旋を,女たちはそれをとり閉む別の螺

旋をつ くる｡ 異性同士は手をつながない｡踊

りの動 きは足踏みとつないだ手の前後動が基

本となっている｡ゆきつもどりつ しつつ,坐

体 としては反時計まわりに回転 してゆく｡ 踊

りの基本は男女とも同じであるが,女の踊り

は棒立ちになった,ほとんど動 きのないもの

であるのに対 し,男の踊 りは勢いよく手足を

動か し全身をくね らせる躍動感盗れるもので

ある｡男たち,とくに未婚の若者たちは,この

35)母音を揃えることにより韻を踏むことに努力が
なされているoboro/longgo,runda/buja,loo/
moo,mokJS/goIE,pepa/mena,seba/leja,kEE/
DEdE,rEku/bEu,rua/bura.

ように手を激 しく前後に振ることによって,

うしろで踊 っている女たちの体に触れようと

いう下心があるということである｡踊 ってい

る者たちにとっても,まわりで見物 している

者たちにとっても, gawiの場は性関係の駆

けひきの行われる場となっている｡ gawiに

はその条帝巳村の人々のみならず,外部の誰で

もが参加できる｡ 若者たちは,条杷村から祭

扉巳村-と gawi をわたり歩いて,若いエネル

ギーを発散させる｡このようにして,gawiの

歌の歌詞は,西 リオ語圏内に流布する｡

gawiはまず,lewulEIEではじまる｡ その

はじまり方は,いかにも自然発生的といった

趣 きである｡ まず, gawi好きの者たち数人

がはじめる｡それを聞きつけ, しだいに参加

者が多 くなってゆ く｡この場は若い男女が中

心となる｡ここにおいても,上の道普請の歌

合戦のような,性に関する隠聴表現の歌が歌

われる｡歌は即興的につ くられることもある

が,いまではそのような才能を養っている人

が減って,定型的なものが歌われる傾向にあ

る｡ しかも歌の内容において上の歌合戦と異

なっている｡ gawiの歌の内容は, その多 く

が,女性に対する性的郷旅となっている｡以

下に例をあげてみよう｡

①jara'ataMotaMala

naisobarapa

訳

MotaMala(地名)の人の馬に,

ちょっとのってみよう｡

@bEsimosoghEta'otolowo

la'Epekakoo'aEngErEWOO

訳

北の川の近 くの森の腐 ったカボチャは,

触 りもしないのに,もう水が溢れ出す｡

⑧ghalEMbomba
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motagbalEMbombamotaghalEMbomba

beburEwOkoba

訳

西の Mbomba(地名)の

へ西の Mbombaのキンマ,西の Mbomba

のキンマ,

みごとに茂 っているのは董ばかり｡

@ghalEKEO

kolighalEKEokolighalEKEo

pepambEWurEWO

訳

西の KEo(地名)の

西の KEOのロ-_ンタル榔子は,西の KEoの

ロンタル榔子は,

やたらと無駄に美枝が茂 っている｡

⑤ghalERutE

kowaghalERutRkowaghalERutE

lag五binodu且

訳

西の RutE36) (地名)の

西の RutE の舟は,西の RutE の舟は,

端から少 しずつ剥れてきている｡

@wawiWodaBalu

mEmEmengapasu

訳

WodaI∋alu (人名)の豚は,

ふっくらしてみばえがいいのは,はっペだ

け｡

@'okoghEIESOko

ngErEmoringgoro

bemaghEIEkela

ngErJLkEranggabha

訳

36)フローレス島最西の県マンガライの県庁所在地
Rutengのこと｡

212

丘の上の soko(植物名)37'にできた跡は,

まるでワニが這いおりたみたいだ｡

丘の上の kela(植物名)38)にできた跡は,

まるで亀が這ったみたいだ｡

⑧jawapEna39) 'ataMbuliNggEla

la'ESekEnataulamulEWa

訳

MbuliNggElaの人の潰 しトウモロコシは,

まだ 1皿のこっているけど,カビがはえて

しまった ｡

①は男性に対 しても女性に対 しても成立 しう

る性的抑掩であるが,どちらかといえば,局

を女性の隠喩と解釈する方が一般的である｡

⑧ほ明らかに女性に対する性的抑稔である｡

先にあげた歌合戦の最後の歌 (p.210)に酷似

した表現法で,女性の性欲の旺盛さを抑旅 し

ている｡ 異なるところは, この ⑧ の場合,

bEsi(カボチャ)が腐っていること,および

'oto (森) にあることから,性的価値の低い

女の秘密の禁 じられた性関係を暗示 して い

る｡⑧,㊨,㊨,(釧ま全て未婚の女がいて,

みかけはよいけど,もう男に体を与えて しま

って処女でないことを抑掩,軽蔑している｡

Mbomba,K且0,RutEは,いずれも西 T)オ語

圏外の遠隔地である｡とくにこれらの場所に

意味はないと思われるが,40)いずれも西方に

あることが興味深いO(参の歌は duE(少 しず

つ)という表現によって,｢多数の男を相手に

している,売れのこりの未婚女性｣に対する

抑掩であるというインフォーマントの言であ

37)脚注22参照｡

38)インドネシア語名,学名不明｡単子葉の雑草｡
群生する｡儀礼言語のなかで青々と_したさまの
表現となる｡

39)乾燥したトウモロコシの粒を水に浸したあと,
煎り,熱いうちに右で叩き潰した食物｡

40)これらの地名は韻の上から選ばれたのであろ
う｡.Mbomba/koba,KEo/rEwo,RutE/du五･⑥の

歌の人名にも嶺あわせがみられる.Balu/pasu.



青木 :中部フローレスにおける神秘力と性

る｡WodaBalu という人名は実在する人物

を当てこすっている.WodaBaluの豚 とは,

その人物の娘をさしている｡(むの歌はややわ

かりにくい隠喩であるが,インフォーマント

によれば ｢この歌は,婚外の性関係,ほとん

ど強姦といってもよい性関係に従った女に対

する当てこすりである｡そのような性関係を

結んだ場所- 正常な性関係の結ばれる場所

ではない場所,sokoや kelaの生い茂 ってい

る場所- には,ワニや亀が這ったみたいに

はっきり跡がついていて,隠 したってわかる｣

ということである｡このような性関係で当て

こすりの対象とされるのは,もっぱら女性で

ある｡(鋸ま,誰にも相手にされないいきおく

れの女の,これもまた,性的価値がなくなっ

ていることを当てこすっている｡

すでに触れた歌合戦の際の隠峻表現の内容

と,以上でみた lewulEIEで行われる gawi

の隠愉表現の内容は,傾向を異にしている｡

後者には前者にみられなかった ｢両性間の不

均衡｣の観点が感得される｡ 後者における隠

喩表現には女性の性的価値というテーマが繰

り返 しあらわれてくる｡ しかもそれは,その

価値の下落または男性による聖損という脈絡

で表現される｡女性の性的価値の聖損者とし

ての男性は抑摘,噸笑,非難などの対象には

ならない｡

lewulEIEにおける gawiが賑やかになっ

て多勢の人が集まってきたら, gawiの場は

kqjakangaに移される｡ まず,laiと呼ばれ

るコーラス形式の歌とともに gawiが踊 られ

る｡'atasodhaと呼ばれるソロの歌い手-

例外を除いて男性- がコーラスを リー ドす

る｡ 歌のテンポは,はじめはゆっくりで,し

だいに速 くなる｡ laiというかけ声が繰 り返

されるので,この部分は laiと呼ばれる｡lai

のなかでは,豊畿性が黄えられ,女性は豊鰻

性を産み出すために働きかける対象として表

現される｡以下にその例をあげよう｡

laiEElaiEElai

kEwimokE'aE

laiEEla主EEla主

gaga'umabo'o

la主EElaiEElai

penimanungEE

la主EEla主EElai

WestWaWlnuWa

la主EElaiEElai

dhEndEwalo'JLOgEnE

laiEElaiEElai

tekawal°'EOtem乱

釈

(かけ声)

砂糖梯子の汁液が溢れ出る｡

(かけ声)

焼畑をひらくと,豊作で満腹になる｡

(かけ声)

鶏に餌をやると,繁殖 してゆく｡

(かけ声)

豚を飼育すると,す くす く育って繁殖力

が増 してゆく｡

(かけ声)

丸 くて,かたちのよいものを,また叩い

て音を出そう｡

(かけ声)

未だ手つかずのものに,また傷をつけよ

う｡

10

10

9行目までは解説不要であろう｡いずれも彼

らの基本的生産活動の豊儀を歌っている｡10

行目,12行目は,隠聡的表現である｡'EOgEnE

(丸 くて,かたちのよいもの)は,若い女性

の乳房とゴングの二重の隠聴となっている｡

dhEndE(叩いて音を出す)という語の使用か

ら,｢ゴングを叩 く｣ことが｢女性に対 して性

行為をする｣ことの隠聴となっている.12行

目の 'EOtema は teka(鋭利なもので突き

刺 して傷をつける) という語とのつながりか
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ら,mokEtema(未だ汁液とりの行われたこ

とのない砂糖称子の木,p.206参席)をあら

わ しているが,同時に ｢処女｣の隠愉となっ

ている｡ 全体 としては,｢未だかつて汁液と

りの行われたことのない砂糖榔子の木に傷つ

け,汁液とりをする｣ことが ｢処女に対 して

性行為を行 う｣ことの隠愉となっている. 2

行目と4行目,6行目と8行目,10行目と12

行目という対は定まったもので,例えば,ソ

ロ唱者が 2行目を歌ったら,全員でその対句

である4行目を コーラス するというのが lai

の形式である｡

このようにして laiを繰 り返 してゆくうち

に,参加者がふえ興がのってきたら,ソロ喝

者はころあいを見計らって sodha と呼ばれ

るソロの即興歌へと移行する｡sodhaをする

ソロ唱者は 'atasodha(sodhaをする者)と

呼ばれる｡ 'atasodhaの才能は誰にでも備

わっているものではなく,夢見によって与え

られる｡ 'atasodhaは,ngguariaを行 う条

把村の司祭集団によって選ばれる｡司祭集団

は,'atasodhaに対 し,金製品一対を支払い,

gawiの期間中の食事や梯子酒を保証 しなけ

ればならない｡現在では,金製品ではなく現

金5,000-6,000ル ピア (約1,250-1,500円)

が支払われるのがふつうである｡評判の高い

'atasodhaは遠 くの集杷村か らもや とわれ

る｡ 同時に数人の 'atasodhaがやとわれる

こともある｡ そのような場合は交代で sodha

を行 う｡sodhaの歌詞は,ngguariaを主催

している条杷村の司祭たちの名,gawiに参

加 している人々の名,定型的な詩句,即興的

な詩句,それらの間をつなぐかけ声などから

構成されている｡詩句の内容は,罵倒,弥掩,

賞寮,描写などであるが,表現はいずれも隠

愉的である｡ それらの詩句が,一見意味のな

いかけ声と混然一体となり,イメージは立ち

あらわれ定まらぬまま次のイメージに移って

ゆくものとして,聞き手に去来する｡す ぐれ
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た sodha は,そのようにして聞き手を感動

させ,gawiを活気づかせる｡ 踊 り手の興奮

はさらに .'atasodhaの才能の輝 きを発揮さ

せる｡sodbaと踊 りの相互作用により,gawi

の場の興奮は上昇の極みへとおしあげ られ

る｡男たちは顔を輝かせ,身を くね らせ,足を

勢いいっぱい踏み しめ,奇声を発 して sodha

にあいの手を入れる｡男たちの締 りの列は,

蛇のようにくねりつつ時計と反対方向にまわ

る｡その螺旋の先頭は 'Ekowawi(豚の尻尾)

と呼ばれる｡ 'Ekowawiをつとめることがで

きるのは,よほどの踊 り手である｡'Ekowawi

の踊 り手は,足を大きく踏み出し,また大き

くもどる｡それによって,列の先端はゼンマ

イのように丸まったり,のびたりする動 きが

与えられる｡ 'Ekowawiだけでなく,踊 り好

きな男たちは,腰をおとし滑稽な顔 を つ く

り,踊 りの技を競いあう｡ この興奮の渦中に

あって,女たちの踊 りは静的であり,顔は依

然として無表情を保っている｡ gawiの興奮

が高まるころには kojakangaは踊る者たち

で溢れんばかりになっている｡それに加えて,

内側で踊る男たちの列は,蛇のようにくねる

ので,外側で踊る女たちほ,体をほとんど直

立させ,kojakanga の囲いの石凍みにふ く

らはぎが触れんばかりになる状態で,個性を

抑制 して踊る｡41)gawiにおける男の踊 りと

女の踊 りの対席は, gawiの歌に歌われる性

の不均衡と二重写 しになっている｡

5. はやり歌

gawiに歌われる, 女性の性的価値, その

喪失と男性による貿損というテーマは,日常

的に口ずさまれる歌のなかにもみられる｡ こ

のような歌は,誰によって,いつつ くられた

かはわからないが,西 リオ語圏内に広 く流布

41)筆者が踊りに参加したとき,我知らず典にのっ
て踊ったら,｢女はそういう風には踊らないもの

だ｣と女たちに笑ってたしなめられた｡



青木 :中部フローレスにおける神秘力と牲

している｡以下に例をあげる｡

①ko'ofaiMbEmbE'ataNdonaEndE

MbEmbRko'ofaitauruja'utaba'i

rujakurEkurEtanmbujuduE

mbujuma'EEngEtaumbE'E

訳

MbEmbEという乙女は,NdonaEndE(也

名)の人だ｡

乙女 MbEmbEがパパイヤの葉のあえもの

をつ くった｡

あえものはとってもおいしい｡少 しずつつ

まみ食いする｡

遊びでつまみ食いするな｡本気でな くちゃ

いけない｡

⑧'inEmbanasao'aEteba

lopa'ananggoIEghalEtEnda

丘a孟adekudeduuduu

kolideghalEKEOpepakaimbEwurEwO

訳

母親が水汲み洗濯にいった｡

赤んばは布にくるまれてベランダにねかさ

れている｡

エア,エア (赤んばの泣声) ドゥクドゥド

ウー ドゥ- (かけ声)｡

西の KEOのロンタル梯子は,美枝が無駄

に生い茂 ってる｡

@BobiBobiBobiBobi

nebulo'olatu'emasimongawu

ghaanEadu'asawE nara'atE ngangE

EbosuBobighaadau ngErEkepo'aE

BobiBobiBobiBobi

Bobinia kakileka kEmbE nO'o kati

Bobinia'analekarawano'o'aa

Bobinianaralekambirino'o)ata

BobiBobiBobiBobi

'atakn'o'anataudedunaJa

Bobika'o'anamo'Otambatana

'atEnekujedhongaikaukojaroo

'atE neku dhoangaikau nggqE baja

訳

ボビ,ボビ,ボビ,ポビ｡

未だ幼いときに,父親が婚資を 受 け と っ

た ｡

いまじゃすっかりふけて しまって,相手 と

なるべき男に嫌われた｡

いまじゃポビは水を握るみたい に頼 りな

く,ひとりばっちだ｡

ボビ,ポビ,ポビ,ポビ｡

ポビは小 トカゲとミミズを夫のかわりにし

ている｡

ポビは山鳩とカラスを子供のかわりにして

いる｡

ボビはオウムと鷹を兄弟のかわりにしてい

る｡

ポビ,ポビ,ボビ,ボビ｡

はかの人は子供を産んで,自分の名が語 ら

れるようにするのに,

ボビは子供を産んで,ただ土をふやすだけ

だ ｡

私はかわいそうに思う｡ なぜって,おまえ

は腰がいたいから｡

私はあわれに思 う｡ なぜって,おまえの腹

部は疲れているから｡

①の MbEmbE という女性名は, ごく一

般的な名である｡ ここでは特定の MbEmbE

という乙女を指示 しているわけ で は な い｡

Ndonaは南海岸に近い 西 リオ 語長西部の地

名｡EndEはフローレス島中部の町である｡

その名の示すとおりエンデ語圏に属す (図 4

参照)0 rujaはインドネシア語の rujak,マレ
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一語の rojakとcognate(同族語)であろう.

生の,あるいはゆでた青菜を千切るか刻むか

したものに, トウガラシ,堤,すりおろした

ココナツを操みこんだ料理｡rujaという食物

が女性の性的価値の隠峻となっている｡ この

歌のなかには,男性はそれをつまみ食いする

者 としてはのみえる. MbEmbE/EndE,fat/

ba一i,kurE/duE,EngE/mbE'E と,全て嶺を

踏んでいることも指摘 しておこう｡

⑧の歌の隠聴表司は①よりもわか りに く

い｡後半はすでに瞥見 した gawiの歌④ (p.

212参府)と同じである｡インフォーマント

による解説をそのまま引用 しよう｡ ｢その女

は,最初は- あるいは外見は- きれいだ

ったけれども,いまでは中身はもうダメにな

っている｡父親のない子供を産んでしまった｡

その子供が大きくなったとしたって無駄なこ

とである｣｡

(参に表現されている状況はさらに複雑であ

る.Bobiという名は,このような歌や口承伝

承のなかにしばしば登場する女性名である｡

筆者の知る限り, 尋ねた限りにおいては,

Bobiという名の人はいない｡ 一般的女性を

示すものとして 13obiという名がつかわれて

いる｡ Iiobiの父親が,彼女が未だ小さいと

きに婚資を受けとった｡このような場合,女

はある程度長じてから,婚資を支払った家へ

居住および帰属を移す｡このようにして夫方

-移ったものの,夫となるべき人 (複数の候

補者がいる場合もある)に拒絶されるという

ことが一般にしばしばおこる｡Bobiは,ふけ

ていることが理由で相手 となるべき男に嫌わ

れた｡そして最後には,関係のない男に性的

価値をいたずらに敦損され,産んだ子供 も死

んで(あるいは殺 して)しまって土になった｡

ここで語 られる Bobiは,正式な婚姻関係で

夫方に帰属を移 したのではなく,借財のかた

に委譲されたのかもしれないと解釈するイン

フォーマントもいる｡42'
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以上三つの歌において,男は表現対象とな

っていない｡対象化されない男は,女性の性

的価値を敦損 したあとで女性の手には届かな

くなってしまう者として,輪郭 のみ描 かれ

る｡ このような男女の像は, gawiの歌にも

あらわれているが,gawiの踊 りにおける,

躍動 し激 しく動きまわる男の姿と,静止 して

いるがごとき女の姿の対席と呼応する｡

6. バ ンドの歌

性関係における男女の不均衡というテーマ

は,また別の歌のジャンルのなかにも繰 り返

しあらわれる｡ この歌のジャンルのはじまり

は,せいぜいさかのぼって15年 くらいであろ

うかと思われる｡ 自動車につかわれるバ ッテ

リーを電源とするエレキ ･ギターの,バ ンド

のボーカルとして歌われた歌である｡この歌

の ジャンル は, ふつうバ ンドの歌 (nyanyi

bandまたは ndE'oband)と呼ばれる｡この

ようなバ ンドのはじまりは近隣の町であった

かもしれないが,現在町には存在せず,中部

フローレスの村々に,若者のバンドとして存

在 している｡ 西 リオ語地域にも,このような

バ ンドが各地に存在する｡｢現代的｣な様式を

とり入れた結婚パーティーの際,あるいは,

政府関係または教会関係43)の式典がその地域

で行われる場合に,このようなバンドが演奏

を行 う｡ これらの歌は全て新 しいので,その

作者がわかっている場合もある｡作者が著作

権などを主張することはなく,歌は耳コミ口

コミで自由に流布 している｡対句表現構成の

伝統的詩句がつかわれることもあるが,その

一方で,インドネシア語の単語かつかわれ,

またメロディーの点からも,外来文化の影響

のみられるジャンルである｡ しか し,外来の

42)この歌もかなりの程度嶺あわせが行われてい
る｡latu/ngawu,sawE/ngangE,kaki/kati,'ana
/'aa,nara/jata,'ana/naja,'ana/tana･

43)西リオ語地域の90%以上はカトリック教徒とな
っている｡
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歌の焼直 しではな く,独自の新 しいジャンル

となっている｡以下に例をあげよう｡

(∋題 :LeoNEni

lEOnEni 'isoIEonEni

ghEIE'ulukEli nEnisombElimbEli

gaEmOtEkipoJEngki rE'EpoJEngki

kobEIiwatEi

wetakami 'EOmbanamai

ha'isosalilali pikileka'onEngal

gaEpo'atanonggaJl rEIEWEnggaJl

kobE'iwabagi

wetamanggo 'atEhirohar°

rakaparudato datopoJEngkimanggo

JEngki'iwakai'alo panibE'imunaJa

gharumbabho

訳

題 :飛遊 しつつ下方を窺う

飛遊 しつつ下方を窺っている｡'iso(鳥名)44'

が飛遊 しつつ下方を窺っている｡

山頂で,窺っていたと思ったら,じっと目

星をつけた｡

探 して掴み あげた｡ JEngki, ひ どいよ

JEngki.おかどちがい｡45'

私たちの知っている乙女が,そこに出入り

していた｡

足もとがおちつかなくて,胸のうちで悩ん

だ｡

給料 とりを探 した｡ひどいよ給料とり｡ お

かどちがい｡

かわいい乙女は,やもたてもたまらず,

44)猛禽類の一種｡あるインフォーマントは,raja
waliとインドネシア語訳した｡

45)kobEtEi:夜にみる｡正しい結婚の相手は夢で
会えるという.kobEbagi (夜がわける)も同
意｡'iwaは否定語｡

とうとう彼 の もとへ と走 った｡ 愛 しい

JEngkiのところへいったけど,

JEngkiはもう振向きもしない｡ 他人の噂

になって乙女の名が語 られるだろう｡

⑳題 :'UmuLa'ETungga

'inEnekulEE 'akughaarE'E

'aku ghaamEtE kE'E narakau dau

parulEgE

'akusoghawaghEIE mEtEkumenga

no'aEIRE

teboku rusaras乱 rakatEini乱'ana

'akusopalpala papEdauponggamata

'akusoka'o'ana naraWEIEmbana

'umukula'Etungga naramattauSuSa

runda

'akunEapikiduga ngaikughaatuna

sodekiwularu且 nararas乱buja

訳

題 :年端もゆかず

おかあさん｡ 私はみじめだ｡
私はまだ待っている｡愛 しい男｡あなたは

去っていった｡

私は,さまよう｡ 待っている私には涙ばか

り｡

私の体はメチャメチャになった｡とうとう

子供ができて しまった｡

私が手をさしのべて呼ぶと,彼は叩き殺す

ぞと脅 した｡

子供を産んだ私をのこして,彼は去ってい

った ｡

未だ年端もゆかぬ私｡彼はやってきて苦悩

をおいていった｡

私は思い悩む｡息ができないくらいに｡

2カ月経ったら,彼は飽きてしまった｡
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(参題 :MEtEREwO

wetalatEmEtESaws ngalnarangarO

kauno一olagarE

'atEkaumEtEmenO SOIEEnasamenga

taubego

nara 'aku ni乱 sala tau †imu sama

'olagarEtawa

narambanalekanu且ngata kaunara

tEiwalo'akudaghaa

'aku ghaadiingeni nokob瓦 kobE

'akunga31rina

'utu po kau nara nara kau mbana

maIEIEWalimba

weta.'akuna'ukau tau nosimbEタo
nolinEbabakau

'atEkaumEtEsaw且 SOIEEnaramenga

taubajE

nara'akumiasala ngai'imugama'ola

rEIEnaJa

訳

題 :空 しい期待

彼女は期待に胸をいっぱいにした｡なぜっ

て,彼がはっきりと約束 したか ら｡

おまえの胸は期待にみなぎった｡ところが

彼には遊びの恋だった｡

私の愛 しい男は不気嫌な顔を向ける｡ 友だ

ちが噂 して笑い者にするかもしれない｡

彼はよその土地へいって しまった｡あなた,

愛 しい男,私のもとにいつかもどってき

てください｡

私も一緒にゆきたい.夜ごと私はお祈 りす

る｡

あなたは得だ｡愛 しい男｡愛 しい男｡いっ

たまま永遠に姿を消 して しまうことのな

いように｡
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乙女よ,私はおまえに忠告する｡ 両親に知

らせなさい｡

おまえの胸は期待でいっぱいだ｡ところが

彼はだましただけ｡

私の愛 しい人は不気嫌な顔を向ける｡なぜ

なら,友だちが中傷するかもしれないか
､■
b｡

このジャンルの歌の内容はさまざまである｡

表現法は,すでに瞥見 した歌合戦およびgawi

の歌に比較すると隠唖も少なく,歌全休が散

文的構成をとっているが,歌の作法において

伝統的な歌を参考にしている｡(丑,⑧,⑧と

も独特の嶺の踏み方を している｡ ①の前節で

はnEni/nEni/kEli/mbEli〃Engki/tEi,中部で

は kami/mai/1ali/rbgai/nggaji/bagi,後部で

はmanggo/har°/dato/manggo/'alo/mbabho

となっている｡⑧でも同様に,前部ではlEE/

rE'E/kE'E/lEgE/ghEIE/IRE,中部では rasa/

'ana/pala/mata/'ana/mbana,後部 では tu-

ngga/rtlnda/duga/tuna/rua/bujaとな って

いる｡ ⑧の前部ではsawE/garE/memo/bego/

sala/tawa,中部では嶺が くずれ ngata/ghaa

のみ, 後部では kau/kau/saw且/bajE/gala/

najaとなっている｡ ①の歌においては'isoと

いう猛禽が男性の爆鳴となっている｡JEngki

は実在する特定の男を示す名ではない｡

歌のテーマが性関係に関するものである場

令,まれに相思相愛をテーマにしたものもあ

るが,それを除 くと,全て ｢去る男と身も心

も傷ついてとりのこされた女｣をテーマにし

ている｡ gawiの歌のなかに見出された性関

係の不均衡が,バ ンドの歌のなかに,より直

接的表現形式において見出される｡

Ⅴ 括 輪

西 リオ語地域の人々は,日常生活において

性交や性器を覆わなければならないと考えて
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いる｡ 性交は,一般に,夜,家のなかで行わ

れる｡性器は,性交の道具としての肉体の一

部であるということで,覆われなければなら

ないとされる｡男児でも女児でも,子供の性

器は覆われなくてよいが,成人 したものが性

器を公衆の面前で露出するようなことがある

と,その人は狂人扱いされる｡言葉の上でも

性器は覆われている｡ 日常会話のなかで性器

を指示 しなければならないときには, ｢禁 じ

られた部分｣(pirEgara)または ｢恥部｣('ana

mEa,lolamEa)という語がつかわれる｡

性交や性器が,日常的でありながら,日常

生活のなかでこのように覆われていることを

前提として,それらが,言葉の上で,あから

さまに,あるいは隠聴的に日常生活の公共の

場にひき出されると,特別なもの,標づ けら

れたものとなる｡noka は,あからさま,普

たは腕曲に,性器を名ざしするものであるこ

とによって攻撃性,または攻撃性を擬 した親

しさを誘発する｡艶笑密や性的冗談は,聴衆

の塙笑をひきおこす｡性器や性交の隠境によ

る歌合戦は,緊迫 した活気をもたらす｡gawi

の歌は,大衆を一時的な性的放縦-と導 く導

火線となる｡ 性交や性器に関する言語表現が

上のような効果をあやまたず発揮するのは,

それが全ての人々に関与するものでありなが

ら,覆われていることを前提 としている｡

一方において,すでにみたように,畦器や

性交の象徴は,さまざまな bhisaなる力の源

と考えられている｡ 西 リオ語地域のある見識

者は次のように語った｡

性器や性交に関連する知識や儀礼が神秘

力を発揮するためには,日常的にはそれら

が秘密にされていることが必要である｡少

な くともそれらの真の意味が覆われていな

ければならない｡例えば,樹幹なる司祭が,

種蒔きの儀礼の祭に儀礼的性交を行 うこと

が秘密にされなければ,その儀礼は bhisa

ではない｡誓言の言葉を,もし子供が聞きか

じって言葉遊びのようにはやらせたら,誓

言の神秘力は失われて しまう｡tubumusu

kojakanga も日ごろは只の石積みとして

みてよいのである｡ その真の意味は限 られ

た場合にのみ- 例えば ngguariaの際

- 明らかにされ ることによって,tubu

musukojakangaが bhisaなる力をもつ

ことが可能になるのである｡

性器や性交の象徴が bhisaなる力を生成する

という理論はまた,性交が生命の生成の要因

であるという認識と並行関係にある｡ 生命生

成の要因である性交が覆われているように,

bhisaなる力生成の要因である性器や性交象

徴もまた覆われなければならないとされる｡

日常生活において,性器や性交が覆われた

ものであることを前提 として,罵倒語,性的

冗談などの言語慣行がそれら特有の効果を発

揮するという理論については,人々は,無意

識的である｡ いいかえれば,それらの言語慣

行が効果を発揮するようにするために,性器

や性交を隠さなければならないと考える者は

いない｡性器や性交を覆うことは,人々にと

って先験的,あるいは当り前のことである｡

しかし,性器や性交の象徴が秘密とされるこ

とが bhisaなるカを生成するという論理につ

いては,彼 らは,意識的である｡bhisaなる

力を生み出すために性器や性交の象徴あるい

は解釈を秘密にしようと,彼 らは意図的に努

力する｡bhisa なる知識を構成する言語表現

ち,罵倒語などの日常的言語慣行もともに,性

器や性交に関する言語表現である｡前者-

bhisaなる知識を構成する言語表現- が聴

衆の耳に触れたとき,後者- 罵倒語などの

日常的言語慣行- のような効果を発揮する

という可能性はありうる｡前者を後者から明

確に区別するためには,前者を開示するにふ

さわ しい脈絡,即ち,ふさわ しい場,聴衆,
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性器･性交

bhisaなる知鼓を
構成する性器･性交の象徴

図 5

雰囲気などが必要とされ,それ以外の脈絡に

おいては厳重に覆い臆されていることが必要

とされる (図 5参周)｡

bhisaなる知識は,以上のような象徴論的

位相のほかに,社会学的位相 を ももってい

る｡即ち,このような知識はどのような人々

により多く所有されているか,このような知

識の獲得あるいは接近の機会がひらかれてい

るのはどのような人々に対 してであるか,と

いう側面である｡ 西 リオ語地域における社会

通念によれば,bllisaなる知識を他の人々よ

り多 く所有 しているのは,司祭たちである｡

しかし,実際に,bhisaなる知識をより多 く

所有 していると噂話で語られるのは,司秦で

ない者の場合が多い｡また,子供以外の者な

らば誰でも,bhisaなる知識を所有すること

が可能であると考えられている｡ 過去におい

て bhisaなる知識を豊富にもっていた女性の

名も少数語り伝えられているが,女性は一般

に bhisaなる知識の所有獲得に無関心のよう

にみえる｡bhisaなる知識に関して女性に尋

ねようとしても,女性は彼女の父親,夫,兄

弟,母の兄弟 らに尋ねるよう示唆を与えてく

れるだけの場合が多い｡

bhisaなる知識同様,性交も象徴論的位相

と同時に社会学的位相をもつ｡性交の社会学
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並行関係

--一一一二一一一一一一tbhjsa

的位相は,bhisaなる知識

の社会学的位相と並行関係

にある｡伝統的に司祭たち

は一般の人々より多数の妻

をもっていたので,より多

くの性関係をもっていたと

されるし,カ トリックの浸

透により一夫多妻姫が禁 じ

られている現在でも,司祭

たちは多 くの性関係をもつ

と考えられる傾向がある｡

しかし,多 くの- 特に婚

外の- 性関係をもってい

ると実際に噂される者は,司祭以外の者であ

る場合が多い｡また,性関係は,子供以外誰

でもがもつものである｡ 男性が性関係に積極

性を示すことは肯定的意味をもっているのに

対 し,女性が凍極性を示すことは否定的意味

しかもたず,女性は性関係に積極性を示すこ

とを回避 し,とくに婚外の性関係からは身を

遠ざけておかなければならないとされる｡

罵倒語などの性交に関連する日常的言語慣

行の社会学的位相も,bhisaなる知識および

性交の社会学的位相と,大筋において,並行

関係をなしている｡子供は,このような日常

的言語慣行の主体から除外され,また,女性

よりも男性に,これらの言語慣行に関する自

由が多 く与えられている (表 1参照)｡

西 リオ語地域の人々は,bhisaなる知識は,

知識全体のなかでも最も重要な部分であると

考えている｡彼らは,性交が知識または言語

表 1

盲六 十 碧

空 般 笑 ! 少
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多大な知弘 / / 多大な性関係 知鼓の空白 / / 性関係の空自

L
_I

-P____
_
_

____｣lII
I

多大な神秘力 神秘力の空自

多大な政治的力

図 6

と,発生に関して相同であると考えている｡

原初の時代にいた最初の人間は 'Anakaloと

呼ばれる.46) 原初の世界は,現在とは全 く異

なっていた｡原初の世界から現在の世界への

変化は,'Anakaloの新 しい経験によって表

象される｡ 原初においては,性交も言葉も知

られていなかった｡

'Anakaloはひとりの weta(男性にとっ

ての姉妹)と一緒にくらしていた｡彼 らは

性交を知らなかった｡ ある日,sEko47) の

茂みで,バ ッタが交尾 しているのをみて性

交というものを知り,彼らは性交 した｡そ

れ以後,人間がふえるようになった｡

'Anakaloには口がなく,話すことを知

らなかった｡食物は脇の下から食べていた｡

あるとき,笑った瞬間に現在の人間のよう

な口がひらき,それ以後 しゃべるようにな

った｡

西 リオ語地域において,一般的に,女性は男

性よりも知識について語 らない｡女性の沈黙

は,しばしば,女性に対する男性の優越の問題

と結びつけて考察されるが,Ardner[1975a;

46)'AnakalOの字義どおりの意味は,｢みなし児｣
である｡

47)インドネシア語訳は kacangkecipirである｡
学名不明｡

包括的な神秘力

1975b】のように,女性の沈

黙を,社会的に支配的であ

る男性の観点の影響の結果

であるとするのは,ここで

は適切でない｡女性が語 ら

ぬことは,ここでは,より

積極的で肯定的な意味をも

っている｡

女性が知識について語 ら

ないこと,bhisaなる知識

を誇示 しないことを,この地域の男性は認め

ている. しかしその一方で,彼 らは,女性の

方が男性よりも bhisaであるともい う｡ ま

た, 司祭のなかで最も bhisaであるとされ

る樹幹なる司祭は雄弁ではないし,雄弁であ

る必要はないといわれる｡また,話すことを

知らなかった 'Anakalo は,現在の人間よ

りも bhisaであったといわれる｡ bhisa な

る知識は言葉によって語 られる｡ より多 くの

bhisaなる知識を所有することによって,よ

り bhisa になるという理論がある. その一

方において,この理論を絶対的なものとしな

いと同時にそれを包括するものとして,語 ら

ざる者あるいは知識をもたぎる者- 知識以

前の者- の方がよりbhisaであるという民

俗理論が存在する｡後者の理論において,性

交の欠如が知識の欠如に並存する事象として

語 られる｡前者の理論に適合する者は,bhisa

なる知識の蓄積により,影響力および政治力

をもつ｡後者の理論に適合する者は,政治力

のある者に対 し,政治以前の者として,政治

的レベルにおいては従属を示 す ことがあ る

が,超政治的 レベルあるいは政治をも包括す

るレベルでは優越する｡Atoniの Atupa,

Rotiの DaeLanggak,Jawa の Semar

[Cunningham 1965;1973;Fox 1971a;

1980; 松本 1982: 136-168,226-232;

SchulteNordholt 1980]などの存在を可能

にしているのも,これと同様の理論といえよ
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う (図6参周)048)

以上のことから,西 リオ語地域の神秘力に

関する民俗理論が,少なくとも二つの相異な

る理論を内包 していることが明 らか となっ

た ｡

1.性交の象徴の操作,および性交の象徴によ

って構成される知識の獲得に比例 して,柿

秘力が発揮されるという理論｡これらの象

徴の操作,およびこれらの知識の獲得の社

会学的側面は,性交の社会学的側面と並行

関係をなす｡性関係の多い者は,これらの

知識を多 くもっているので,より多 くの神

秘力を発揮できる｡このようにして,神秘

力を発挿するのは,女ではなく,男にふさ

わしい｡

2.知識の空自および性関係の空自が, 1のよ

うな神秘カの蓄唐の結果である政治的カを

も包括する神秘力と関連 しているという理

論｡このような包括的な神秘力は,女性の

属性と考えられている｡

西 リオにおいて, 1の理論により,女性は性

的なもの,および知識から疎外され,それゆ

えに神秘力から疎外されている｡ しかし,2

の理論により,女性は性的なもの,および知

識から疎外されているゆえに包括的神秘力を

もつ｡これら二つの理論の並存により,西 リ

オにおける神秘力 (bhisa なるカ)の概念と

ジェンダーの概念はダイナミックなものとな

り,相互に不可欠なものとして絡みあってい

る｡

当論考においては,西 リオにおける bhisa

なる力を,性との関連から考察 した｡bhisaな

る力の概念のそのはかの側面についての考察

は,今後の課題である｡

48)前者の理論に基づくbhisaなるカと後者の理論
に基づくbhisaなる力の対照は,WeberのIe-

gitimate対 charismaticの対によるモデル,
あるいは Durkheim の俗と聖の対立によるモ
デルにある程度適合的であろう 【Durkheim

1912;Weber 19471｡
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